
令和3年
新たな防災キャンペーン

実施のご案内

-実施期間-
令和3年3月1日～31日

東日本大震災から、令和3年3月で10年を迎えます。

災害からいのちを守り、暮らしをつなぐためには、災害が

起こってからでは遅く、事前の備えが重要です。

しかし、災害は毎年のようにこの国を襲い、備えの不足が

大きな被害をもたらしています。さらに、新型コロナウイ

ルス禍では、感染症への備えも必要となっています。

一人ひとりが、それぞれの家族が、地域が、災害に備える

行動を、今おこなって欲しい。そのような想いから、日本

赤十字社は、皆様と共に、災害に備えるための活動

「ACTION！防災・減災」をはじめます。

ぜひ皆様のご協力をお願いいたします。

災害からいのちを守る、日本赤十字社の防災・減災活動への取り組み

被災者を救う 被災者を支援する 被害を軽減する

災害が発生した際に、医師や看護

師で編成する救護班を被災地に派

遣、救護活動を行い、また毛布な

どの救援物資を被災された方々に

お届けします。

災害時の救護活動後も、赤十字の

ボランティアを被災地に派遣し、

避難所での炊き出しや被災者の心

のケアなど、中・長期的な支援活

動を行います。

地域の自助・共助の力を向上する

ための赤十字防災セミナーや、地

域を守る際のボランティアの育成、

青少年赤十字の防災プログラムな

どを通じて啓発を行います。


